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な
ど
と
、
個
条
を
挙
ぐ
れ
は
沢
山
あ
り
注
す
が
啓
蒙
運
勤
と
し
て
実
施
し
イ
い
ま
す
の
は
、

て

こ
の
岸
記
念
体
育
館
が
蚕
だ
お
茶
の
水
に
あ
り
ま
し
た
頃
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
以
前
）
わ
れ
わ
れ
同
好
者
か
集
を
ｂ
注
し

げ

て
、
銃
砲
の
歴
史
的
研
究
会
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
玄
し
た
。
そ
の
研
究
の
範
囲
は
狭
い
も
の
で
な
く
相
当
広
汎
に
亘
ｂ
ま
し

伽
明
治
百
年
史
と
銃
砲
史

㈹ ㈲ 的 甸 四 日 ｡ ㈲

口
銃
砲
展
覧
会
の
開
催

日
研
究
論
文
及
び
図
番
の
発
行

〃

㈲
古
流
砲
術
の
実
演

日
本
古
流
砲
術
の
復
元
及
び
保
存

古
銃
砲
の
保
存
、
そ
の
歴
史
的
探

世
界
銃
砲
史
の
研
究
、
並
び
に
日
本
と
の
関
連

幕
末
維
新
に
於
け
る
争
乱
と
銃
砲

日
本
古
来
の
文
化
と
銃
砲
史

日
本
の
近
代
化
と
銃
砲
史

古
銃
砲
の
保
存
、
そ
の
歴
史
的
探
求

幕
末
輸
入
欧
米
銃
砲
の
彙
集
並
に
沿
革
史

日
本
銃
砲
史
の
研
究
及
び
そ
の
特
異
性

銃
砲
史
学
会
の
新

ら
し
い
進
路
に

つ
い
て

御
挨

拶
文
学
博
士

右
馬

成
甫
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点
で
あ
り
ま
す

然
る
に
幾
年
か
、
そ
れ
等
の
研
究
・
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
経
験
に
依
り
童
す
と
、
銃
砲
史
の
問
題
は
普
通
考
へ

ら
れ
て
居
り
さ
す
よ
り
も
遙
か
に
広
汎
重
要
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
例
へ
ば
明
治
百
年
史
の
問
題
を
観
ま
し
て
も
、
銃
砲
史

の
占
む
る
割
合
は
更
に
大
き
な
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

一
例
を
申
し
ま
す
れ
ば
明
治
十
三
年
に
村
田
銃
が
制
定
せ
ら
れ
ま
し
て
、
当
時
世
界
の
最
高
水
準
を
示
し
て
い
ま
し
た
モ
ー

ゼ
ル
の
制
式
に
よ
り
左
し
た
こ
と
は
、
一
面
に
於
て
は
西
南
戦
争
の
苦
い
経
験
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
が
他
面
に
於
て
は
そ
の
結

果
日
清
戦
役
の
勝
利
の
因
と
な
り
、
更
に
そ
の
戦
役
直
後
設
立
せ
ら
れ
ま
し
た
八
幡
製
鉄
所
は
年
々
発
展
し
き
し
て
、
来
年
窟

士
製
鉄
所
と
合
併
し
て
大
戦
前
の
状
態
に
復
し
誉
す
れ
ば
、
世
界
第
二
の
大
会
社
と
な
り
、
主
た
日
本
の
鉄
鋼
総
生
産
は
既
に

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
を
抜
き
ア
メ
リ
カ
に
次
で
世
界
露
こ
の
高
位
を
示
し
て
い
さ
す
。

と
れ
は
ホ
ン
ノ
一
例
に
過
ぎ
室
せ
ん
け
れ
共
銃
砲
と
鉄
釧
と
の
関
係
、
鉄
鋼
と
文
明
と
の
関
係
は
実
に
密
接
で
あ
り
ま
し
て

銃
砲
史
を
辿
っ
て
行
け
ば
必
然
的
に
近
代
文
明
史
に
至
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
従
来
銃
砲
史
を
技
術
史
の
一
部
門
と
見
て
い
ま
し
た
角
度
を
拡
大
し
ま
し
て
近
代
文
明
史
の
中
核
的
な
意
味
と
し
て

銃
砲
史
に
新
ら
し
い
意
味
を
持
た
し
め
こ
れ
を
観
察
し
主
、
す
と
き
、
《
て
と
に
は
遥
か
に
大
き
な
視
野
が
開
か
れ
、
特
に
十
九
世

紀
以
来
の
軍
事
史
、
植
民
史
、
文
明
史
の
核
心
を
な
す
と
と
ろ
の
も
の
を
そ
こ
に
発
見
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

銃
砲
史
の
新
ら
し
い
分
野
は
即
ち
こ
の
意
味
で
あ
り
ま
し
て
本
学
会
が
新
ら
し
い
進
路
を
開
拓
せ
ん
と
す
る
の
も
即
ち
こ
の

な
ど
に
発
展
し
て
現
在
に
至
っ
て
か
、
り
ま
す
。

そ
れ
で
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
方
（
印
度
）
進
出
史
の
問
題
を
採
り
上
げ
、
ぎ
し
た
。

こ
れ
は
世
界
史
と
し
て
も
新
ら
し
い
分
野
で
あ
り
在
し
て
、
何
故
に
白
人
か
東
方
と
言
は
ず
ま
た
ア
メ
リ
カ
（
西
方
）
へ
も

四
日
本
ラ
イ
フ
ル
射
撃

画
銃
砲
雑
誌
と
の
連
携

○

ル
射
撃
協
会
と
の
関
連
事
栄
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－

玄
た
濠
州
へ
も
進
出
し
た
か
、
玄
た
如
何
に
し
て
進
出
し
た
か
、
そ
う
し
て
そ
れ
迄
も
幾
度
か
企
て
ら
れ
た
、
例
え
ば
元
（
抜

都
）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
進
出
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
印
度
・
岐
所
征

服
、
及
び
ロ
ー
マ
帝
国
の
発
股
、
な
ど
が
尽
く
失
敗

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
を
明
ら
か
に
物
語
勺
も
の
で
あ
り
毒
す
。

そ
う
し
て
白
人
の
征
服
が
何
故
に
成
功
し
て
世
界
を
一
変
せ
し
め
た
か
、
南
北
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
白
人
の
征
服
発
展
、
ア

メ
リ
カ
に
於
け
る
原
住
民
の
今
日
に
於
け
る
悲
惨
を
状
態
な
ど
す
べ
て
銃
砲
史
の
解
明
に
掛
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
注
す
。

《
て
の
上
今
日
は
既
に
新
ら
し
い
時
代
が
拓
け
て
い
誉
す
、
銃
砲
や
火
薬
と
い
う
も
の
よ
り
一
躍
し
て
そ
の
爆
袈
の
強
さ
か
数
千
、

数
万
倍
と
い
う
破
壊
力
を
持
つ
原
子
力
時
代
と
な
っ
て
い
蚤
す
。

一
方
に
こ
の
よ
う
に
科
学
的
進
歩
が
目
醒
ま
し
い
の
に
、
他
方
こ
れ
を
用
ふ
る
人
間
？
心
は
如
何
と
い
ふ
に
十
五
・
六
世
紀

の
頃
と
少
し
も
変
っ
て
い
ま
せ
ん
、
そ
の
証
拠
と
し
て
「
ポ
ル
ー
ｒ
ガ
ル
の
東
方
進
出
史
」
を
展
示
し
た
わ
け
で
あ
り
童
す
。
他

方
こ
れ
と
対
照
し
て
「
ラ
ッ
セ
ル
」
法
廷
正
統
篇
を
御
覧
願
い
を
す
、
こ
・
札
が
現
代
に
行
は
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
現

状
で
あ
り
ま
す
。

り
室
す
、
然
し
こ
し

証
明
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
こ
の
よ
う
な
問
題
李
盃
探
求
す
る
に
は
歴
史
学
的
方
法
で
方
く
て
は
な
ら
左
い
と
考
へ
ま
す
。

然
る
に
歴
史
に
は
多
く
戦
争
の
こ
と
が
現
れ
さ
へ
す
そ
う
し
て
近
代
史
に
於
け
る
戦
争
に
於
て
は
銃
砲
が
そ
の
中
心
を
な
し
て

い
ま
す
結
局
銃
砲
史
を
学
ば
な
け
れ
ば
近
代
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
“
な
い
の
で
あ
り
さ
す
。

．

即
ち
銃
砲
史
が
近
代
の
政
治
・
経
済
・
思
想
等
一
切
の
人
間
歴
史
の
中
核
〃
麺
表
し
ま
す
。

鼓
に
私
が
本
学
会
の
新
ら
し
い
進
路
と
甲
上
げ
る
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
り
肯
す
、
こ
の
結
果
本
学
会
の
研
究
範
囲
が
拡
大
ざ

そ
れ
で
は
こ
の
問
題
を
如
何
に
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
り
主
す
・

と
の
課
題
に
答
う
る
た
め
に
は
数
種
の
考
へ
方
か
あ
り
、
鷲
し
よ
う
、
宗
教
的
。
哲
学
的
・
倫
理
杓
：
：
：
等
々
の
方
法
で
あ

室
す
、
然
し
こ
れ
ら
の
概
念
論
的
な
思
考
で
は
政
治
的
に
は
殆
ん
ど
無
力
・
蕪
効
で
あ
り
叢
し
た
こ
と
は
、
現
実
が
こ
れ
を

|’

’

１
１
１
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ｈ
で
蚤
せ
ぬ
。

あ
る
の
と
同
様
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

●

政
治
と
い
へ
ぼ
文
化
史
を
根
本
と
し
だ
す
、
即
ち
そ
れ
杙
思
臭
史
と
な
り
一
鎮
す
。

そ
れ
で
本
学
会
の
新
ら
し
い
進
路
は
近
代
史
に
於
け
る
総
て
《
部
門
に
亘
《
勺
基
本
的
な
慨
究
と
い
う
こ
と
に
な
ｈ
→
注
す
。
そ

れ
で
一
見
銃
砲
史
と
い
へ
ば
狭
い
課
題
の
よ
う
に
思
は
れ
ま
す
や
や
く
そ
の
内
容
は
近
代
史
の
核
心
的
な
も
の
で
あ
り
注
し
て
、

極
言
す
れ
ば
銃
砲
史
を
窺
は
な
け
れ
ば
近
代
史
は
解
す
る
こ
と
か
出
来
た
い
と
い
え
ま
す
。
こ
の
点
経
済
が
近
代
の
核
心
的
で

希
望
す
る
次
第
で
あ
り
富
す
。

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
、
一
ノ
、
そ
う
し
て
、
ゞ
て
の
性
格
に
於
て
も
地
方
的
局
部
的
で
な
く
世
界
的
一
般
的

で
あ
り
、
富
た
科
学
史
を
基
礎
に
し
た
も
の
で
つ
る
こ
と
は
当
弛
で
あ
ゞ
，
リ
け
す
か
、
必
然
的
に
そ
れ
は
政
治
的
で
な
く
て
は
た

い
こ
と
に
た
り
さ
し
た
。

そ
れ
で
銃
砲
史
学
会
の
研
究
範
囲
も
自
然
拡
大
せ
ら
ｈ
あ
ら
ゆ
る
歴
史
の
部
門
へ
の
研
究
に
も
手
を
拡
げ
な
け
れ
ば
な
ら
た

こ
れ
を
新
ら
し
い
本
学
会
の
進
路
と
し
て
活
溌
な
研
究
と
倫
謹
と
か
交
は
さ
れ
一
層
の
熱
意
と
興
味
と
が
注
が
れ
ん
こ
と
を

昭
和
四
十
三
年
六
月
八
日

有
馬

成
甫 （
終
）

－ 4 －



う
や
０

一
四
六
九
年
ア
ラ
ゴ
ン
王
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
と
カ
ス
ナ
ル
王
女
イ
ザ
ペ
フ
と
の
結
婚
に
よ
り
、
一
四
七
四
年
両
者
共
に

カ
ス
チ
ラ
王
位
に
即
き
、
次
で
一
四
七
九
年
カ
ス
チ
ラ
・
ア
ラ
ゴ
ン
ニ
王
国
か
合
併
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
王
国
が
出
来
た
の
で
あ

ロ
ー
マ
帝
国
の
没
落
に
よ
り
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
建
設
さ
れ
た
西
ゴ
ー
ト
王
国

酋
一
へ
く
七
ゞ
こ
は
、
ユ
ー
リ
ッ
ク
王

酋
六

六
～
四
へ
五
）
の
と
き
、
ロ
ー
マ
よ
り
完
全
な
独
立
を
克
ち
得
て
、
ト
レ
ド
を
首
都
と
し
て
、
三
百
余
年
に
豆
る
統
治
を
続
け
た

が
、
七
世
紀
の
後
半
に
興
っ
た
サ
ラ
セ
ン
人
の
西
進
に
よ
り
、
七
“
二
年
に
亡
ぼ
さ
れ
、
コ
ル
ド
ヴ
ァ
を
中
心
と
し
た
西
サ
ラ

無
断
転

載
を
禁

ず

然
し
九
世
紀
の
初
め
に
北
方
山
獄
地
帯
に
、
キ
リ
｜
〈
ト
教
騎
士
団
が
興
り
、
レ
ォ
ン
・
ナ
ヴ
ァ
ル
・
一
ノ
ラ
コ
ン
・
カ
ス
チ
ル

ヂ

の
四
王
国
が
生
ま
れ
、
十
一
世
紀
の
半
ば
よ
り
多
少
の
移
勤
は
あ
っ
た
が
、
一
二
二
○
年
迄
に
レ
オ
ン
は
カ
ス
チ
ル
に
、
ナ
ヴ

セ
ン
王
国
の
治
下
に
入
っ
た
。

妙
匹
王
匡
か
生
ま
れ
、
十
一
世
缶

ア
ル
は
ア
ラ
ゴ
ン
に
合
併
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
成
立
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
誕
生
よ
り
效
世
紀
も
前
わ
ゞ
」
と
で
あ
る
・

レ
ォ
ン
及
び
カ
ス
チ
ラ
王
ア
フ
ォ
ン
ゾ
六
世
が
、
・
フ
ル
ガ
ン
デ
〃
イ
ー
侯
。
／
イ
リ
ソ
ブ
一
世
の
女
を
要
り
、
そ
の
援
兵
を
得
て

一
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
王
国

の
成
立

ポ
ル

ト
ガ

ル
の
東

方
進
出

史
（
其
一
こ

第
一
章

ボ
ル
ト
カ
ル
の
興
起

有
馬

成

甫

訳
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一
○
八
七
年
よ
り
ム
了
人
に
対
し
滋
立
戦
争
を
起
し
、
一
Ｃ
九
五
年
に
至
り
雌
噂
し
，
長
地
方
を
一
団
と
し
て
、
政
治
中
心
を
ド

ウ
ロ

ｅ
○
口
『
ｇ
の
北
、
ギ
マ
ラ
ン
（
〔
｝
』
首
①
吋
画
⑩
い
）
隼
←
置
き
、
→
て
う
し
て
劇
ら
〕
冊
ロ
？
｝
、
ル
麺
〆
・
カ
ー
レ

弓
・
Ｈ
ｇ
臥

○角胃①）
侯
と
呼
ん
だ
。
こ
の
町
は
ド
ウ
ロ
即
捗
へ
｜
今
の
オ
が
ル
ト
（
っ
や
ｐ
‐
ご
小
入
口
の
渉
町
で
、
フ
ィ
ニ
キ
ァ
時
代
か
ら
厩

易
港
と
し
て
知
ら
れ
た
重
要
な
地
点
で
あ
つ
」
這

後
の
《
ホ
ル
ト
カ
ル
し
」
い
う
国
名
は
、
と
、
ホ
ル
ク
ス
・
カ
ー
レ
の
町
名
か

易
港
と
し
て

知
ら
れ
た
子

ら
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
フ
オ
ン
ゾ
六
世
の
後
は
、
”
て
の
女
》
一
・
レ
シ
ー
ノ
と
結
婚
し
た
・
フ
左
グ
ン
ド
公
ヘ
ン
リ
ー
（
｝
子
ポ
ル
ト
ガ
ル
伯
ヘ
ン
リ
ー
が
継

ぎ
、
《
て
の
子
ド
ム
・
ア
フ
オ
ン
ゾ
・
ヘ
ン
リ
ー
（
一
二
瓦
～
二
へ
兵
）
に
至
っ
て
国
王
の
位
に
即
い
た
・

彼
は
ム
ア
ー
人
の
掃
蕩
に
力
を
尽
し
、
一
二
二
九
竿
六
月
二
十
九
日
○
オ
ウ
リ
ヅ
ク
８
戸
目
目
の
）
の
戦
斗
で
、
決
定
的
な

勝
利
を
独
得
、
一
一
四
七
年
三
月
十
五
日
リ
ス
ボ
ン
に
り
四
○
マ
イ
ル
の
地
点
に
お
一
る
童
塞
地
サ
ン
ダ
レ
ム
（
め
ど
言
冨
吋
の
日
）

を
占
領
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
を
建
て
そ
り
釘
代
国
王
と
た
り
、
ア
フ
オ
ン
ゾ
．
一
没
と
称
し
た
・

彼
は
ム
ア
ー
人
が
占
拠
し
て
い
る
リ
ス
ボ
ン
壷
奪
取
し
よ
う
と
思
い
．
、
折
か
ら
ダ
ー
グ
→
へ
河
口
（
門
Ｐ
習
い
）
に
碇
泊
し
十
字

軍
の
前
線
に
向
は
ん
と
し
て
い
た
英
国
艦
隊
の
援
助
を
得
て
攻
整
を
開
姶
し
、
一

二
迩
八
年
六
月
二
十
一
ハ
日
こ
れ
を
占
蝕
し
た
・

リ
ス
ボ
ン
は
古
い
名
の
オ
リ
シ
ボ
（
。
こ
の
膳
こ
ま
た
は
ウ
リ
シ
ボ
（
ｑ
ご
閨
曽
Ｑ
）
と
い
』
ソ
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
語
か
ら
来
て
い

る
、
ヒ
ボ
と
は
要
塞
（
壁
で
囲
ん
だ
場
所
）
の
こ
と
で
、
ウ
リ
ン
ポ
は
ウ
リ
セ
ス
（
日
冒
：
、
）
と
い
う
人
が
作
っ
た
城
壁
の

町
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
時
代
は
地
方
区
（
一
言
日
。
愚
曽
己
）
が
瞳
．
か
れ
た
が
、
ゴ
ー
ト
人
に
次
い
で
サ
ラ
セ
ン
人
が

主
権
者
と
な
っ
て
か
ら
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
語
で
ラ
ッ
シ
ュ
ビ
ュ
ナ
（
Ｆ
：
蓉
目
鄙
”
）

ま
た
は
オ
ッ
シ
ュ
ブ
ナ
（
○
の
ｐ
ご
ロ
ロ
”
）
と

呼
ば
れ
、
そ
の
頃
か
ら
特
に
絹
織
物
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

ア
フ
オ
ン
ゾ
一
世
は
、
リ
ス
ボ
ン
占
領
後
首
都
を
こ
こ
に
移
し
、
菰
極
的
に
統
治
に
努
め
た
の
一
で
、
ロ
ー
マ
法
皇
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
三
世
（
二
五
九
～
全
）
か
ら
国
王
と
し
て
法
規
上
の
権
威
を
確
認
す
る
旨
の
＊
大
勅
垂
哩
（
ｍ
己
』
）
が
与
へ
ら
れ
た
、
こ
れ

れ
は
ス
・
へ
イ
ン
の
成
立
（
面
七
全

よ
り
三
百
余
年
も
前
の
→
寺
と
で
わ
っ
た
。

－ 6 －



－
）
侯
合
○
賃
］
：

Ｑ
ｐ
ｐ
画
参

間
は
平
和
の
時
代
が
続
い
た
。

＊
ロ
ー
マ
教
皇
の
印

命
”
恒
巳

が
押

彼
の
統
治
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
は
、

継
ぎ
、
そ
の
後
を
ア
フ
ォ
ン
ゾ
ニ
世
皇

っ
て
領
土
を
拡
張
し
、
六
州
と
な
っ
た
。

デ
イ
ニ
ッ
ッ
の
子
は
ア
フ
オ
ン
ゾ
四
世
（
一
三
五
～
二
五
ち
そ
の
子
は
ド
ム
・
ベ
ド
ロ
一
世
（
二
五
七
～
二
二
〈
七
）
で
あ

っ
た
。
彼
は
英
国
と
の
間
に
友
好
関
係
を
保
ち
、
一
三
五
二
年
英
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
三
趾
（
一
三
毛
～
二
毛
七
）
と
協
定
を
結

び
、
英
国
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
危
害
を
与
へ
な
い
と
宣
言
し
た
。

ペ
ド
ロ
の
子
フ
ェ
ル
デ
イ
ナ
ン
ド
一
世
（
一
三
〈
七
～
重
く
三
は
、
英
国
の
後
援
を
得
て
カ
ス
チ
ル
と
競
争
し
、
戦
争
状
態

が
続
い
た
。
そ
の
子
ヨ
ア
ン
一
世
（
ニ
ズ
ヱ
ー
ー
酉
一
三
）
は
二
善
八
七
年
二
〃
二
日
英
国
の
”
シ
ョ
ン
・
ガ
ン
ト
（
｜
フ
ン
カ
ス
タ

ー
）
侯
宮
○
賃
］
：

Ｑ
ｐ
ｐ
画
与

の
娘
フ
ィ
リ
ッ
・
〈
令
旨
后
］
§
”
○
吋
炉
鰹
口
・
口
切
蔚
し
と
結
婚
し
た
。
彼
の
永
い
統
治
期

ト
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（
ロ
○
国

型
①
ｐ
Ｈ
』
Ｐ
匡
の

言
一
一
沁
四
～
一
四
一
〈
（
｝
）
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
エ
ド
ワ
ー
ド
（
一
四
一
三
一
一
～
一
四
三
八
）

の
皇
弟
・
英
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
（
三
一
毛
～
二
一
毛
仁
）
の
係
、
（
、

〆
リ
ー
四
世
（
一
・
｜
元
九
～
一
四
二
一
）
の
甥
で
あ
っ
た
。

一
般
に
は
彼
は
航
海
者

宮
口
戸
Ｈ
周
３
瓦
」
の
名
を
以
て
呼
ば
・
孔
て
‘
い
為
・

彼
は
二
十
一
歳
の
と
き
、
そ
の
兄
弟
ド
ム
・
デ
ュ
プ
ル
テ
及
び
ド
ム
・
ペ
ド
ロ
と
共
に
、
父
王
ヨ
プ
ン
一
世
に
従
っ
て
セ
ウ

冠
の
、
、
③
．
己
５
）
を
任
命
し
た
。

彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
初
の
海
軍
を
建
設
し
、
そ
｜
・
雌
初
の
司
令
官
に
は
、
ゼ
ノ
〉
ノ
人
の
マ
ノ
干
一
ル
ペ
ッ
サ
ニ
ヤ
（
迂
幻
口
○
巴

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
業
的
活
動
は
、
ヨ
ア
ン
ー
幟
の
子
ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
統
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
《
・

二
、

ド
ム

・
へ
．
ン

リ
ッ

ク

が
押
し
て
あ
る
公
式
の
も
の
で
、
大
勅
醤
・
教
習
・
回
勅
左
ど
と
訳
せ
ら
れ
て
い
る
。

仕
、
現
在
の
六
州
で
は
な
く
、
四
州
で
あ
っ
た
か
、
彼
の
死
後
そ
の
子
サ
ン
チ
ョ
一
世
が

．
ア
フ
オ
ン
ゾ
三
世
（
～
二
毛
九
）
が
欲
け
て
ド
ム
・
デ
ィ
ニ
ッ
ン
（
ロ
揖
国
料
計
里

に
至
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其
頃
ノ
ン
岬
合
⑥
匂
○
》
ざ
巳
（
ア
フ
リ
カ
西
岸
）
は
、
当
時
カ
ス
チ
ル
の
探
険
船
が
達
し
た
鐙
南
端
の
地
点
で
あ
っ
た
か
ら

彼
は
そ
れ
を
越
え
て
南
に
船
を
派
避
し
た
い
と
思
っ
て
い
，
た
匡

当
時
東
方
買
易
は
全
く
ム
ー
ノ
ー
人
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
の
で
、
印
座
の
物
資
は
》
〈
ベ
ィ
ン
地
方
に
氾
濫
レ
セ
ヴ
ィ
ル
及
び

グ
ラ
ナ
ダ
の
ナ
ラ
セ
ン
王
の
豪
著
振
り
は
ア
ラ
・
コ
ン
・
カ
ス
ー
ア
ル
王
至
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
上
十
字
軍
に
参
加
し
て
中
東
地
方
に
行
き
、
所
鋼
宋
方
の
栄
華
を
実
見
し
た
も
つ
は
、
大
き
な
刺
戟
を
受
け
て
帰
っ
て

来
た
。
そ
れ
で
イ
ベ
リ
ア
半
島
ｋ
ｂ
サ
ラ
セ
ン
人
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
結
燭
そ
・
れ
ら
の
東
方
物
資
の
流
入
を
遮
断
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
そ
れ
に
代
る
方
法
と
し
て
、
海
上
よ
り
印
度
へ
達
す
る
航
路
を
拓
か
ん
と
し
た
の
で
あ
る
・

ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
ヴ
イ
セ
ウ
侯
の
授
爵
と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
団
総
裁
言
：
融
司
ｏ
樋

昏
の
胃
・
の
Ｈ
○
恥
。
胃
」
ｇ
）

及
び
ア
ル
ガ
ル
ヴ
エ
ス
王
国
知
事
合
○
ぐ
の
Ｈ
ｐ
ｏ
Ｈ
ｏ
儲

忌
の
ご
ロ
恩
。
日
。
玲
罪
街
知
門
ぐ
の
参

の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
う
し

て
前
者
の
職
か
ら
莫
大
な
収
入
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
て
、
印
度
武
易
航
路
鮒
発
の
帆
究
に
、
後
生
を
投
ず
る
決
心
を
し
た
。

そ
う
し
て
新
居
を
ア
ル
ガ
ル
ヴ
の
サ
ー
グ
ル
岬
上
に
定
め
、
備
に
大
西
洋
を
望
ん
で
砕
ら
し
た
。
初
め
こ
の
別
荘
を
テ
ル
サ

け
た
ｃこ
の
戦
役
（
一
四
一
五
）
に
は
、
英
・
仏
・
独
其
他
各
国
か
ら
だ
省
な
人
々
方
参
加
し
た
た
め
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
曇
も
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
た
っ
て
、
彼
は
法
皇
・
独
乙
皇
帝
・
カ
ス
チ
ル
王
及
び
央
劉
王
弁
ど
か
ら
招
待
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
同
々
の
軍

隊
の
揖
揮
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
彼
は
ギ
ニ
ア
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
国
々
を
訪
問
す
る
こ
と
を
し
た
か

タ
ａ
。
ｇ
ｅ

攻
撃
に
参
加
し
、
苦
戦
の
受
こ
れ
逓
占
侭
し
た
の
で
王
よ
三
人
の
王
ｆ
に
訂
し
、
独
蝿
に
於
て
騎
士
の
爵
を
授

ド
ム
・
ベ
ド
ロ
は
コ
イ
ン
・
フ
ラ
侯
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
ヴ

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
於
て
侯
爵
を
授
け
ら
れ
た
初
で
ち
る
。

ザつ

●

吾

／里

0

そ
う
し
て
専
ら
探
険
隊
派
造
の
事
業
に
身
を
投
じ
た
。

イ
セ
ウ
佼

Ｇ
・
呉
８
．
、
《
ご
ｍ
ｅ
を
称
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。
こ
れ
か
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そ
こ
で
彼
は
天
文
学
や
数
学
な
ど
を
学
び
、
ま
た
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
ム
ァ
ー
人
の
交
通
鷺
易
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
さ

た
毎
年
数
隻
の
船
舶
を
用
意
し
て
探
険
隊
と
し
て
派
適
し
た
・

彼
の
弟
ド
ム
・
ペ
ド
ロ
は
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
感
化
を
受
け
、
ｎ
．
っ
束
方
及
ひ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
視
察
せ
ん
と
欲
し
て
、
一
四

一
六
年
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
、
先
づ
パ
レ
ス
タ
ィ
ン
に
行
き
墾
地
を
巡
礼
し
、
ト
ル
コ
王
や
。
〈
ビ
ロ
ニ
ァ
の
サ
ル
タ
ン
を
訪

問
し
て
歓
迎
を
受
け
、
そ
れ
よ
り
ロ
ー
マ
に
至
っ
て
法
皇
に
潤
し
マ
ー
チ
ナ
ス
五
世
（
｜
脚
一
七
～
一
四
二
一
一
）
‘
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル

王
の
為
め
に
特
権
を
授
け
ら
れ
、
英
国
千
エ
、
フ
｜
フ
ン
ス
王
と
同
じ
く
敵
芯
式
を
受
け
る
権
利
を
贈
ら
れ
た
。

そ
れ
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
ア
及
び
デ
ム
マ
ー
ク
王
を
胸
ね
次
で
ヴ
ェ
ニ
ス
に
行
き
ヴ
ェ
ネ
チ
ァ
共
和
国
産
ｂ
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の

旅
行
記
、
及
び
ポ
ー
ロ
が
作
製
し
た
地
図
を
贈
ら
れ
た
、
こ
れ
は
非
常
に
価
値
あ
る
も
の
と
思
は
れ
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
英
国
に
行
き
ヘ
ン
リ
ー
六
世
王
（
一
四
一
三
～
一
四
一
〈
一
）
か
ら
歓
待
を
受
け
一
四
二
七
年
Ⅶ
月
二
十
二
日
に
ガ
ー
タ

ー
勲
章
侃
授
者

負
目
、
ロ
サ
○
埼

昏
の
。
《貝詩付）

に
叙
せ
ら
れ
た
。
←
て
う
し
て
彼
は
十
二
年
の
永
い
旅
行
を
終
え
て
一
四
二

八
年
に
リ
ス
ボ
ン
に
帰
宅
た
‐

こ
の
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
英
国
と
の
間
の
貿
易
は
癖
ん
に
た
り
、
英
国
船
は
り
→
〈
ボ
ン
に
集
り
、
酒
（
葡
萄
酒
）
・
ワ
ッ
ク
ス
←

穀
物
・
無
花
果
・
乾
葡
萄
・
蜂
蜜
・
馬
革
・
ナ
ッ
メ
果
・
塩
・
牛
皮
等
が
収
引
さ
れ
て
い
た
。

一
四
一
八
年
ｒ
曇
り
一
四
二
○
年
に
亘
ｂ
発
見
さ
れ
た
ボ
ル
ト
・
ナ
ン
ト
島

令。Ｈ寸○ぬいｐ３
Ｈ・

北
緯
三
三
度
二
分
、

西
経
三
ハ
度
二
○
分
）
及
び
マ
デ
イ
ラ
島
つ
盲
僅
の
冒
紗
目
・

北
緯
三
二
一
膜
四
○
分
、
西
経
一
七
度
○
分
）
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク

の
派
遣
し
た
探
険
隊
の
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
を
た
一
四
三
閥
年
に
派
遣
し
た
ギ
ル
・
オ
ァ
ネ
ス

命
桿
〉
画
ロ
ロ
ロ
の
“
は
、
ノ

ン
岬
を
越
え
て
ボ
・
シ
ャ
ド
ー
ル
岬
合
：
○
国
・
〕
：
ハ
同

北
淳
・
六
度
二
一
○
分
、
西
経
一
四
度
○
分
）
に
達
し
た
。

一
四
四
一
年
に
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
、
ア
フ
リ
カ
沿
岸
＠
異
教
徒
と
戦
う
為
の
遠
征
隊
を
派
遣
す
る
計
画
を
ロ
ー
マ
法
皇
に
報
告

と
呼
ん
だ
。

ナ
〃
ハ
ル

肴
の
Ｈ
ｏ
⑪
ｚ
回
す
口
』

騨
臼
の
Ｈ
（
〕
の
巨
卸
》
訂
専
自
）

ス
ボ
ン
に
帰
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
英
［

と
乎
牢
》
、
蔵
に
一
ノ
ン
フ
ァ
ン
テ
別
荘

含
昌
但
回
色
の
Ｈ
同
圃
．
日
α
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し
、
ポ
ジ
ャ
ド
ー
ル
岬
か
ら
南
へ
印
度
に
至
る
問
に
て
発
見
す
る
土
地
？
全
部
を
永
久
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
位
に
硬
与
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
乞
い
、
特
に
こ
の
征
服
の
努
力
の
主
目
的
は
、
そ
の
地
の
住
民
へ
○
広
逆
（
布
教
）
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ボ
ル
ト
ガ

こ
と
を
乞
い
、
特
に
こ
の
征
服
の
努
力
（

ル
王
に
委
任
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
た
。

こ
の
報
告
は
ロ
ー
マ
法
皇
及
び
枢
機
郷
会
議
か
ら
非
常
に
価
値
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
法
皇
一
一
コ
ラ
ウ
ス
五
世
（
一
四
国
七
～

一
四
五
五
）
及
び
シ
ク
タ
ス
四
社
（
一
四
七
一
～
一
四
八
四
）
か
ら
そ
の
要
求
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
大
勅
蒋
旬
厚
恒
）
か
発
せ
ら
れ
た
・

当
時
摂
政
の
職
に
あ
っ
た
ド
，
《
・
→
ヘ
ド
ロ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ヘ
ン
リ
ッ
ク
に
対
し
探
険
・
航
海
・
賀
易
の
独
専
権
を
与
へ
、

さ
た
王
室
が
関
係
す
る
遠
征
事
業
よ
り
得
ら
れ
る
果
実
の
五
分
の
一
を
収
得
す
る
こ
と
を
許
し
、
戎
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
が
自
力
を

以
て
行
う
探
険
事
業
の
愛
用
と
努
力
と
に
対
し
、
独
占
権
を
確
味
す
る
た
め
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
侯
の
発
行
す
る
航
海
許
可
征
を
持

つ
者
か
、
ま
た
は
特
に
命
令
を
受
け
た
る
・
も
の
の
外
は
、
州
人
と
錐
も
速
征
に
行
く
こ
と
を
許
さ
ぬ
と
い
う
勅
令
が
発
布
せ
ら

れ
た
。

良
く
侍
過
せ
ら
れ
、
普
通
の
自

の
半
面
の
み
を
見
た
の
で
あ
る

ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
ア
フ
リ
カ
士
人
改
宗
方
法
は
之
を
捕
へ
来
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
社
会
の
風
習
に
馴
染
せ
る
と
い
う
に
あ
っ
た
。

そ
れ
で
派
遣
す
る
船
の
指
揮
官
に
は
土
人
を
捕
え
て
煽
れ
と
命
令
さ
れ
た
。

当
時
の
年
代
記
者
了
・
ス
ラ
ラ
は
、
雫
て
の
｜
目
嬢
者
、
一
人
で
あ
う
・
た
が
、
ゞ
て
の
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
土
人
捕
虜
は
、

良
く
侍
遇
せ
ら
・
孔
、
普
通
の
自
由
民
の
下
僕
と
阿
様
に
一
実
せ
ら
れ
、
ま
た
は
親
切
に
取
扱
は
れ
た
と
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
事
実

ア
フ
リ
カ
貿
易
は
、
主
と
し
て
奴
隷
の
穴
雨
以
と
砂
金
の
狸
祷
と
で
参
っ
て
、
こ
れ
か
ら
得
ら
る
る
利
益
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
貧
慾
心
を
満
足
せ
し
め
、
ま
た
こ
れ
を
得
ん
と
す
る
心
を
》
て
そ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

国
民
も
初
め
は
、
こ
の
よ
う
な
企
は
あ
ま
り
に
愛
用
か
か
か
り
過
ぎ
ろ
と
反
対
し
て
い
た
が
、
そ
の
利
益
の
多
い
こ
と
を
知

る
と
、
や
が
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
旗
の
下
に
加
は
っ
て
分
け
前
に
写
か
ろ
う
と
す
る
熱
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
風
雌
す
る
よ
う
に
左

つ
冬
』
っ

○
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一
四
四
○
年
ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
探
険
隊
は
ア
ゾ
ー
レ
ス
群
島
全
Ｎ
・
局
の
“
園
北
緯
三
八
度
○
分
、
西
経
三
○
度
○
分
）

を
発
見
し
、
一
四
四
五
年
よ
り
一
四
五
六
年
に
か
け
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
礁
鶚
に
つ
い
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ァ
人
ル
ィ
”
シ
・
カ
タ
モ
ス

ト
（
ロ
員
彊
ｏ
画
８
日
○
ｍ
参

は
、
カ
ボ
・
デ
・
ヴ
ェ
ル
・
プ
群
哩
へ
。
、
で
“
〕
り
く
の
、
の
Ｈ
の
北
緯
重
み
度
三
○
分
、
西
経
二
○

度
○
分
）
今
孟
発
見
し
セ
ネ
ガ
ル
（
の
の
．
ど
の
恩
］
）
ガ
ン
ー
ァ

合
知
己
日
“
）
及
び
リ
オ
”
グ

ン
デ
川

ワ
ト
っ
。
『
鋤
づ
・
分
な
ど
を
探

一
四
四
三
年
に
ラ
ゴ
ス
（
門
一
回
函
○
里
の
一
商
社
が
ヘ
ン
リ
ッ
ク
よ
り
期
限
付
て
、
一
ノ
フ
リ
ヵ
の
ム
ァ
ー
人
と
の
間
の
貿
易
免
許

を
受
け
、
ア
フ
リ
カ
商
会

宙
○
昌
巳
姿
埼
は
。
ｇ
》
○
○
局
周
回
）
）
の
名
の
下
に
、
孜
笠
の
船
を
艤
装
し
て
派
遣
し
た
・

船
は
ノ
ン
岬
よ
り
南
へ
下
り
、
ナ
ル
島
含
回
吋
Ｈ
世
と
い
う
中
曽
定
輔
に
達
し
た
か
、
ム
ー
ァ
人
と
取
引
し
よ
う
と
は
せ
ず
、

急
に
彼
等
を
攻
撃
し
て
、
多
敦
の
人
を
殺
し
、
百
五
十
五
人
の
黒
人
奴
隷
を
補
《
〆
’
ず
蹄
》
｝
て
来
た
。

ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
こ
の
こ
と
を
聞
き
、
・
士
人
の
俊
秤
に
備
へ
根
拠
地
一
盃
作
る
た
め
ナ
ル
酷
の
附
近
の
ア
ル
ギ
ン
島

全
Ｈ
、
巨
目

Ｈ
・
北
緯
二
○
度
四
○
分
、
西
経
一
六
度
一
二
○
分
）
に
小
さ
な
要
塞
を
築
き
一
会
仕
の
利
用
に
充
て
た
か
、
会
社
は
と
こ
に
商
館

（
厨
：
○
吋
》
を
建
て
、
毎
年
船
に
て
毛
織
物
・
麻
布
・
銀
・
殺
類
な
ど
を
送
り
こ
れ
と
引
換
に
黒
人
奴
隷
・
砂
金
を
持
ち
帰

帰
属

谷
○
日
の
、
“

然
し
両
国
は
、

と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
調
印
せ
ら
れ
た
。

ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
十
五
世
紀
の
初
め
か
ら
カ
ナ
リ
ー
群
品
の
領
有
を
思
っ
て
い
た
か
、

し
た
ノ
ル
マ
ン
人
・
シ
ア
ン
・
デ
・
ベ
シ
ュ
ク
ー
ル
ト

口
の
四
口
○
の
画
の
計
画
の
巨
○
○
口
旬

帰
属
ｅ
○
日
の
、
坐
を
与
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

然
し
両
国
は
、
各
そ
の
主
張
を
在
げ
ず
、
そ
の
領
有
権
を
争
い
続
け
て
い
た
‘
か
一
凶
七
九
年
九
月
四
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
ア

フ
オ
ン
ゾ
五
世
と
フ
ェ
ル
《
テ
ィ
ナ
ン
ド
及
び
イ
ザ
ベ
ラ
と
の
間
に
平
和
協
約
が
緒
げ
れ
Ｌ
←
。
そ
の
中
の
一
条
に

ノ
ン
岬
か
ら
印
度
に
至
る
海
上
、
及
び
附
近
の
鼎
で
征
服
し
た
も
の
は
、
総
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
領
有
に
帰
す
べ
く
、
然
し

カ
ナ
リ
ー
島
及
び
グ
ラ
ナ
ダ
島
は
カ
ス
チ
ル
人
の
所
属
と
し
て
残
さ
る
べ
し
。

つ
み
卜
○

た
か
、
然
し
と
の
群
島
は
カ
ス
チ
ル
王
の
派
遣

○
○
口
副
）
が
発
見
征
服
し
た
も
の
で
王
が
彼
に
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険
し
て
帰
っ
て
来
た
。

見
る
こ
と
は
出
来
た
か

？
危
ぐ

彼
は
ラ
・
コ
ス
の
サ
ン
・
マ
リ
ノ
教
会
に
葬
ら
‐
れ
た
が
、

且
の
罰
ｐ
３
旨
巳
教
会
に
移
さ
れ
、
今
そ
の
処
に
垂
が
あ

”
日
回
程
の
Ｈ
凰
口
の
、
』
の
ロ
儲
臼
旨
動
”

（
簿
行
へ

と
い
う
語
が
刻
さ
れ
て

×
×

．×
×

×
×

了
う
＋
》
ン
ゾ
五
世
（
一
四
一
天
～
一
四
八
一
）
は
、
叔
父
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
計
画
に
随
っ
て
《
雌
険
を
行
は
ん
と
欲
し
て
、
彼
が
残
し

た
世
界
地
図
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
人
フ
→
フ
・
マ
ウ
ロ
（
珂
吋
妙
．
】
曾
匡
Ｑ
）
か
二
一
年
の
日
々
を
笠
し
て
作
製
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
か
希
望
岬
を
輌
一
っ
て
印
陛
に
行
っ
た
上
り
も
、
川
十
年
壁
仙
に
既
に
そ
の
岬
を

”
○
口
く
Ｏ
Ｂ
目
ｐ
ご
‐
の
名
を
以
て
書
き
込
ん
て
あ
り
、
童
た
《
て
の
束
北
方
に
，
ｍ
員
、
Ｂ
《
‐

及
び
”
×
の
け
、
曽
口
制
纐
（
サ

ン
〃
シ
・
ハ
ー
ル
）
の
地
名
も
見
え
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
ア
ラ
ビ
ヤ
人
よ
り
符
た
る
知
微
に
正
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
四
六
一
年
主
り
翌
年
に
か
け
て
王
か
ベ
ド
ロ
・
デ
・
シ
ン
ト
ラ
（
勺
の
身
○
・
の
。
甘
曾
巳

の
指
揮
下
に
派
適
し
た
二
隻

の
武
装
カ
ラ
ヴ
エ
ル
船
は
、
シ
ュ
ラ
・
レ
オ
ン
（
圏
の
同
．
仰
昌
Ｌ
ｏ
ｏ
ｐ
の
）
及
び
《
て
の
南
方
若
干
マ
イ
ル
の
海
岸
を
発
見
し
た
・

一
四
六
九
年
に
は
、
王
は
ア
フ
リ
カ
海
岸
④
貿
易
を
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
コ
メ
ズ
（
可
の
吋
口
Ｐ
Ｏ
Ｃ
○日の“

に
五
年
間
袋
下
げ
、
毎

年
五
百
ク
ル
サ
ド
ス
を
王
室
に
収
め
る
こ
と
、
象
牙
登
易
は
王
室
の
た
め
の
み
に
行
う
こ
と
、
毎
年
百
リ
ー
グ
宛
発
見
す
る
こ

と
、
探
険
は
シ
エ
ラ
・
レ
オ
ン
よ
り
初
め
る
こ
と
、
な
ど
が
条
件
と
し
て
附
せ
ら
れ
て
い
た
。

フ
エ
ル
ナ
ン
・
コ
ー
メ
ス
は
、
こ
の
探
険
中
一
四
七
一
年
に
初
め
て
赤
道
詮
北
よ
り
南
に
通
過
し
、
南
緯
二
度
の
セ
ン
ト
・

カ
タ
リ
ン
岬

合
四
も
○
の
計
，
○
句
計
宮
の
国
口
の
）
に
達
し
た
。

（
未

完
）

ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
航
海
者
は
、
一
四
六
（
い
）
年
十
一
月
十
一
→
一
日
に
永
眠
し
》
’
一
。
《
て
ｎ
で
慨
は
、
自
ら
の
汁
画
○
結
果
を
総
て

ヘ
ン
リ
ッ
ク
母
海
も

ま
且
儂
長
か
つ
』
こ
・

い
づ
勺
○

後
辿
体
一
・
《
・
シ
ン
ク
・
一
、
リ
》
ノ
・
テ
．
、
ハ
タ
ル
ハ
（
ぬ
、
罫
冒

置
画
司
浬
回

Ｑ
ｃ
碑
に
は
打
語
な
政
、
娠
祇

の
オ
唾
）
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一 ’一

青
圃
文
庫
は
会
長
有
馬
成
甫
博
士
が
大
正
年
中
よ
り
戦
前
ま
で
苦
心
蒐
集
さ
れ
た
兵
学
書
を
中
心
と
し
、
戦
後
は
博
士
の
指

導
の
下
に
編
者
が
そ
の
業
を
継
ぎ
漸
次
そ
の
充
実
に
勤
め
て
い
る
も
の
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
特
色
あ
る
文
庫
で
あ
る
。

目
録
内
容
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
翻
訳
兵
菩
が
主
で
あ
る
が
、
原
筈
な
ら
び
に
西
洋
兵
学
の
影
響
を
受
け
た
と

見
ら
れ
る
邦
著
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
西
洋
兵
学
修
得
の
基
礎
と
な
っ
た
理
学
番
、
技
術
書
、
測
斌
非
、
地
誌
そ
の
他
多
少
た
り
と
も
軍
事
に
関
係
あ
る
も
の

は
全
て
本
目
録
に
掲
紋
し
た
。
し
か
し
和
流
砲
術
の
よ
う
に
そ
の
源
を
一
コ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
れ
ど
日
本
兵
学
番
目
録
に
収
放
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
。

本
目
録
の
作
成
は
有
馬
成
甫
箸
「
西
洋
軍
事
科
学
翻
訳
書
目
球
解
題
」
（
未
刊
）
を
参
照
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

一
一
砲

術
訓

豪
一
二
砲

術
訓

《家

一砲術訓裟排夢録
一一一

四
三
ハ
版

換
氏

砲
論

と哩

｜

’

青
圃
文
庫

収
蔵

西
洋

兵
学
書

目
録

砲

’
／『す一

1W
一一一一■一一一一一

三二’二

巻 一 ’
－－－－進呈’

七 一 八 一

冊 冊 冊 冊，
-----------’一木

村
軍
太
郎

訳一
一杉

田
成

郷
訳一

一一内
藤

類次郎
訳一

所

’ 荘
吉

綿

安
政

元
年
刊

安
政

五
年
刊

写

慶
応

二
年
刊
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1

四
○

四
一

四
四 四

三

四

二

三

九

三

八

三

七

一二一〈

三

五

三

四

三

三

一一一一一

一一一一 三 二

九

二

八

一

－

七

一一一ハ
二

王［○

煩 煩 煩 鈴 跨 誇 規 弁

海
上

砲
具

全
図

火
技

範

火
攻

全
脅

図

火
攻

採
要

火
攻
図
略
附
録
解

海
上

砲
術

全
毒

海
軍

ゞ
要

略

百
幾

撒
私

百
幾
．

撒
私

百
幾
山
斯
経
験
書

盆
雌

葛
農

海
・
上

砲
術

全
審

|識…""“三等
’み、

射 原
|郷 郵 用 必 必 必 郷 講
表 表 法 携 携 携 表 義

一一一

｜
I

三 二 四 六 四

八

苞：巻 巻 巻

二中

券 参
一 巻

ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｑ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

五
冊
一
腿

田
方

明
訳
窄
溌
永

二
年
写

三
冊

小
山

杉
渓

嘉
永

七
年
写

四
冊

小
山

杉
渓

一
安
政

二
年
刊

三
冊

一
写

一
冊

一
嘉
永

六
年
写

一
’

一一五岬一一杉田成郷等訳
天保一四年写
安
政

元
年
刊

一
冊

安
政

元
年
刊

二
附

平
涯

帰
一
訳
一
安
政

元
年
刊

一
冊

榊
令

輔
訳
一
安
政

二
年
刊

一
冊

川
勝

泰
運

訳
嘉
永

七
年
刊

一
耐

川
勝

泰
通

訳
嘉
永

七
年
写

一
冊

一
安
政

二
年
写

一

一一一吋一恥癖“轆鍛識垂一一ユ》州
二

冊一上
旧

尭
車

訳
嘉永

五年刊

一一二一州一鐸恥畷唖岬
率い峰一郭

一
冊
一
大

家
同

庵
訳一嘉永五年刊

一
冊
一
若

山
勝

長
沢
一
嘉
永

六
年
刊

！‐１
１‐‐‐‐

１Ｊ■二・
’
１
１
１
１
‐
、
’
’
’
’
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｏ
Ｄ
ｌ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
‐
１
１
１
’
０
１
Ｆ
１
７
‐
１
１
‐
‐
１
０
‐
１
１
０
１
１
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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一
四
五

増
補
煩
砲
射
郷
表

一
四
六

射
郷

試
効

表
四
七

新
砲

操
練

四
八
新
砲
二
種
射
郷
表

一
四
九

信
管

表
五
○

舶
来

諸
砲

図

五
一

信
管

裁
断

表

五
二
西
洋
火
筒
放
発
論

一
五
三

西
洋
流
奥
儀
大
鑑

五
四
西
洋
砲
術
表
之
巻

五
五

西
洋

砲
術

毒

五
六
西
洋
砲
試
放
記
録

五
七

施
条

砲
射
郷
表

五
八

施
条

砲
図

説

五
九
房
施
条
砲
操
法
（
砲
軍
操
法
補
）

｜一西
洋

諸
砲

図
六○’一
六
一
一
西
洋
戦
隊
銃
砲
略
標

六二一乗
土
旬
刃
言

六
二
一
大

西
砲
術
輯
要

一
六
四
一
泰
西
王
氏
銃
諮

大
銃
篇

Ｉ
‐
ｉ

‐
一

（
首

巻
）

（
一
・
二
欠
）

、；‘も

才・荒
一

--↓－－
し

ﾛ ｸ

,1:.』･‐
』串、

三 三 一 一 一

峡冊

今
Ｔ
，

ｉｆ
◆
Ｊ
１冊 冊冊
１．
日
１
１

４
１
０
■
■
９

冊’
０
４
■
Ⅱ
日 liij 冊 111ナ

９
《
Ⅱ
Ｊ

毎
、
ｆ
Ｌ
１

Ｔ
昼
げ
０
８

１

|鯉
UIU ‘..』 冊 冊冊

旦冬
IILlli}1111

早 ′｣、

佐
久
間

象

六
回

ト
ト

玉
、

，丈ハー
一／、

底
Ｉ
う

池
部

常

吉
村

墓

古
村

典

竹

岨
結
荘

千
．
里

述

上 燗 大

田
中

由
豫

訳

一
七
帳

肋
・
汪
衛
門

沢
Ｉ

花 家
l皇1

崎

‐
術
Ｄ
Ｊ

| 内 lli

仲
敏

編

主
人

悲
三
郎

一バゴ
｝了ニ

オ
ー

、
凡

|可’秀

衛美 美 春 山明 ki~f

当哩 二迄
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